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令和６年が始まりました。
今年は辰年、昇り龍に例え、益々飛躍していけるよう、引き続き明るい気持ちと
信念を持ち、精進して参ります。
どうぞ、本年も宜しくお願い申し上げます。

～令和６年、辰年です～
十二支おける２０２４年（令和６年）は辰年（甲辰）です。

～「辰」の意味は～
中国伝来の十二支は、もともと植物が循環する様子を表しており、その年の特徴につ
ながるといわれています。 漢字の「辰」は「振るう」という文字に由来しており、
自然万物が振動し、草木が成長して活力が旺盛になる状態を表します。
辰は竜（龍）のことでもあり、十二支の中で唯一の空想上の生きものです。
東洋で権力・隆盛の象徴として親しまれていた龍は、身近な存在であったことから
干支に選ばれたと言われています。

・１９６４年（昭和３９年）･･･世界初の高速鉄道「東海道新幹線」が開業。
  東京オリンピックの開催

・１９８８年（昭和６３年）･･･青函トンネル、瀬戸大橋など、大型建造物の竣工。
・２０００年（平成１２年）･･･ＢＳデジタル放送開始、２０００円札の発行。
・２０１２年（平成２４年）･･･東京スカイツリーが開業。

●辰年にあった出来事

●十二支の５番目
もともと十二支は動物とは無関係のもので、東西南北の方角に「子、丑、寅、卯、辰、
巳、午、未、申、酉、戌、亥」と漢字をあてていましたが、十二支を覚えやすくする
ために、その字に動物をあてはめたものです。今年はその５番目にあたります。

・方位は東南東 ・刻は午前８時を中心とする、午前７時から９時頃の２時間
・月は旧暦の３月 ・陰陽は「陽」、五行は「木気」

●甲辰の特徴は？
２０２４年は甲辰（きのえたつ）です。
癸卯生まれの人はスケールの大きな理想を持ち、向上心あふれる努力家です。
仕事や趣味など、あらゆる事に正面から取り組み、全力を注いでいく頑張り屋さん。



今年も宜しければ
一度お声掛けください！

「お困り事はありませんか？」

●辰年の豆知識！
○ 辰年に関する言い伝え
天高くのぼる竜に守られる辰年。「強運」や「お金に困らない」といった言い伝え
があります。
また辰年は景気が良くなると言われており、株式相場の格言として「戌亥の借金、
辰巳で返せ」と言い表されます。
戌年や亥年は株価が下がり、辰年・巳年は株価が上がりやすいので、戌亥年ででき
た借金も、辰巳年で取り返せるという意味だそうです。
言い伝えではありますが、実際に株価が高値を付けた辰年もあるようです。
２０２４年も景気の良い年になるといいですね。

○ 辰年の意味
辰年は陽の気が動いて万物が振動するので、活力旺盛になって大きく成長し、形が
ととのう年だといわれています。 
また、たつ（竜、龍）は十二支の中で唯一空想上の生き物で、権力や隆盛の象徴で
あることから、出世や権力に大きく関わる年といわれています。
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私たちは、土地や建物の仲介のみではなく、
声かけ頂ければ、何でもお役に立てます！

マルヒロ不動産

～土地・建物のよろず屋～

名古屋市中村区横前町１０９番地

○ 辰年生まれの性格と特徴！？？
辰年は先見の明があり、人の先を行く人です。まわりには多くを語りませんが、スケ
ールの大きな夢を持っています。マイペースでわが道を行く性格で、つかみどころの
ない人だと思われることが多いのだとか。
活動的で行動力があり、人との出会いもたくさん経験します。
嫌なことを根に持たず、裏表がない性格です。そのおおらかな雰囲気で、まわりから
リーダーを任されることも多いのでは！？
そもそも辰年はリーダーシップをとりたがる性格なので、公私共に自ら先頭に立って
活躍しようとする人が多い傾向のようです。

○ 最後に、竜（辰）にまつわる「ことわざ」など

・登竜門 → 「竜門」は、中国の黄河中流の急流、ここを登った鯉は竜に化すると
いう言い伝えから、困難であるが、そこを突破すれば立身出世できる
関門の意、また運命を決める大切な試験という意。

・竜は一寸にして昇天の気あり → 優れているものは、幼い時から非凡な才能が
あるということ。

・足元から竜が上がる → 身近なところで突然意外なことがおこること、また急に
思いついて物事をはじめること。

・昇竜 → 空に上っていく竜。勢いのよいさまの例え。

・竜の雲を得たるがごと → 勢いに乗ずること。
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